
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

小学部６年生の生活もあと少し。４月からは中学生として、新しい場所で新しい仲間との生

活が始まります。今、６年生の誰もが中学生になるという意識を持って、中学部での生活を楽

しみにしています。 

中学部では、小学部とは違う学習が始まり、取り組み方や環境などいろいろなことが変わり

ます。そこで、毎年６年生は事前の取組として、１月と２月に体験学習を行います。２学期に

中学部の校内作業実習を見学しますが、実際に中学部の教室で１日学習することは、この体験

学習が初めてです。今年度も６年生は中学部の学級に入って体験学習を行いました。新しい人

や環境が苦手な児童もいるので、一人ひとりに応じた事前の学習を行いながら臨み、当日はス

ケジュールに見通しを持ちながら意欲的に学習に取り組んだり、自分のペースで取り組んだり

することができました。 

★中学部で変わる４つのポイント★ 

① 
作業学習が始まります。（月・水・金 ２時間） 

  【窯業・織物・紙工・農業・木工】 

② 産業現場等における実習があります。（１１月 校内・校外で） 

③ 
６時間目にチャレンジの学習があります。（月・火・木・金） 

  ※余暇活動の充実に向けての学習です。 

④ 担任以外の先生との時間が増えます。 
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★体験学習の様子★ 

 

中学部を目指して！【Ｂ小学部特集】 

紙工で作業を体験しました 
体育でころがし卓球をしました 

学活でゲームを一緒にしました 



◎就労継続支援Ｂ型事業所利用に係るアセスメントについて 

 卒業後、すぐに就労継続支援Ｂ型事業所を利用する場合、在学中に就労移行支援事業によるアセ

スメントが必要となります。今年度より、その就労継続支援Ｂ型事業所利用に係るアセスメントが

実施されました。来年度移行も実施される予定になっております。中部圏域での手続きについては

次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセスメントを受けたら、卒後に必ず就労継続支援Ｂ型事業所を利用しなければならないことは

ありません。ただ、少しでも就労継続支援Ｂ型事業所の利用の可能性がある場合、アセスメントを

実施しておく必要があります。 

卒後の福祉サービス利用については、高３の１２月１日～１４日までの間が申請期間となります

ので、それまでに学校の実習の結果等を元に進路希望を決定していただくこととなります。 

来年度の福祉セミナー（６月）で、アセスメントについて自立支援協議会より説明をしていただ

く予定にしています。 

 

 

卒後に就労継続支援Ｂ型事業所利用を希望 

アセスメントを希望する就労移行支援事業所と 

サービス等利用計画を作成していただく相談支援事業所を決める。 

就労移行支援事業による

アセスメントが必要 

市町の窓口（福祉課）へ申請 

就労移行支援事業と 

相談支援事業所 

相談支援事業所による本人及び保護者への聞き取り 

サービス等利用計画作成

のため 

学校と就労移行支援事業所との打ち合わせ 

保護者様と一緒に打ち合わせを 

行うこともあります。 

アセスメント実施 

７月初旬 

夏季休業中 アセスメント日数は、 

土日を挟んで活動日が５日以上 

アセスメント会議 結果報告会です。就労移行支援

事業所より説明があります。 

キャリア教育部より 

 今年度も多くのご協力とご理解をいただき、ありがとうございました。今後も、進路に関

する情報発信に努めてまいりますので、よろしくお願いします。 

来年度は、児童・生徒の様子を企業の方をはじめ、たくさんの方々に見てもらい、本校の

教育や障がい者雇用の理解・推進を目的にワーキングフェスタ in くらよしを、本校を会場に

開催します。是非、お誘い合わせの上ご参加ください。 


